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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
接顔体の片側側面にフィルターを取り付けるためのコネクターを、他方の片側側面に伝声
器を有し、マイクロフォンとヘッドホンとからなるヘッドセットを併用する航空機搭乗員
用マスクであって、前記マイクロフォンを前記伝声器の正面に固定すると共に前記マイク
ロフォンと前記伝声器と一緒に覆うマイクロフォンカバーを設けたことを特徴とする航空
機搭乗員用マスク。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は航空機搭乗員が着用する航空機搭乗員用マスクに関する。
【背景技術】
【０００２】
従来、防じんマスクや防毒マスクを装着した場合、外部とのコミニュケーションが取りに
くく、これを改良するために伝声器付きマスクが知られている。例えば特許文献１では装
着者の鼻孔及び口部を覆う接願体の左右どちらか一方の外側に１個のろ過器を取り付ける
と共に他方の側に伝声器を設けてなる伝声器付きマスクが開示されている。また、特許文
献２では装着者の少なくとも口許と鼻孔とを覆う面体に取り付けられている伝声器自体に
工夫を施して伝声器機能の向上することが開示されている。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実用新案公開平０８－０００９９２号公報
【特許文献２】特開２０００－１８９５２９号公報
【０００４】
一方、航空機を用いて感染症患者を移送する場合や危険環境内を飛行する場合等ウイルス
や有毒ガス等で汚染された航空機の機内では搭乗員は呼吸を保護するためにマスクを装着
する必要がある。そして、搭乗員は他の搭乗員と通話を行うために、ヘッドセットを装着
する。その際、ヘッドセットのマイクロフォンは搭乗員の声を拾いやすくするために、マ
スクの伝声器の正面に設置する。しかしながら，航空機内の騒音は非常に大きいため，マ
イクロフォンは装着者の声よりも騒音を拾ってしまい，通話に支障をきたすという問題が
ある。更に，伝声器正面に設置したマイクロフォンの位置は，搭乗員の動きや時間の経過
とともに当初の設置位置からずれて、搭乗員の声が拾いにくくなるという問題もある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
本発明は、これらの問題を解決するものであり，ヘッドセットとの併用性を高め，通話性
を向上させた航空機搭乗員用のマスクを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、接顔体の片側側面にフィルターを取り付けるためのコネクターを、他方の片
側側面に伝声器を有し、マイクロフォンとヘッドホンとからなるヘッドセットを併用する
航空機搭乗員用マスクであって、前記マイクロフォンを前記伝声器の正面に固定すると共
に前記マイクロフォンと前記伝声器と一緒に覆うマイクロフォンカバーを設けたことを特
徴とする航空機搭乗員用マスクである。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明はマイクロフォンカバーによって，マイクロフォンと伝声器が外部から遮断され
るため、マイクロフォンは機内の騒音ではなく伝声器を通して発せられた搭乗員の声を拾
うことができる。また，マイクロフォンはマイクロフォンカバーによって固定されるため
，伝声器の正面からずれることもない等の効果を奏することができた。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明にかかる航空機搭乗員用マスク正面囲
【図２】ヘッドセット併用時の本発明にかかる航空機搭乗員用マスク正面図
【図３】ヘッドセット併用時の本発明にかかる航空機搭乗員用マスク側面図
【図４】マイクロフォンカバーとマイクロフォンとの接続の詳細断面図
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明について詳細に説明する。
　本発明にかかる航空機搭乗員用マスクにおけるマスクは，粉じん用あるいは有毒ガス用
の何れのマスクでもよく，使用するフィルターの種類や数について特に限定されない。ま
た，半面形や全面形等のマスクの形状・構造によっても限定されない。
　マイクロフォンカバ一は，マスクに取り付けられた伝声器の一部分または全体、及びヘ
ッドセットのマイクロフォンを一緒に覆うものであって，マイクロホンカバーの材質の指
定はなく，ゴム、合成樹脂、或いは金属またはその他の何れでもよい。また、マイクロフ
ォンのマスクへの取り付け方法についても限定はされず，接着や他の部品での押えこみ等
何れの方法でもよい。また、マイクロフォンを伝声器に固定する手段についても特に限定
はなく通常の固定具によって行えばよい。
　次に実施例として図をもって具体的に説明するが，本発明はこの実施例によって限定さ
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【実施例】
【００１０】
　図１は本発明にかかる航空機搭乗員用マスクの正面図である。接顔体1の片側側面にフ
ィルター５を取り付けるためのコネクター２が取り付けらている。もう一方の側面には伝
声器８が取り付けられており、その上に伝声器８を覆うようにマイクロフォンカバー３が
取り付いている。マイクロフォンカバー３はしめひも取付具４によって，伝声器８に密着
するように押えつけられて固定されている。伝声器８はマスクのどの位置に取り付けられ
ていてもよいが，ヘッドセット６の構造から，マイクロフォン７に近い位置に取り付いて
いることで，マイクロフォン７とマイクロフォンカバー３の接続が容易になる。
図２は本発明にかかる航空機搭乗員用マスクとヘッドセット６との併用時の正面図であり
，図３は本発明にかかる航空槻搭乗員用マスクとヘッドセット６との併用時の側面図であ
る。
　図４はマイクロフォンカバー３及びマイクロフォン７接続の詳細断面図である。マイク
ロフォンカバー３の１面の１筒所に穴が設けられており，その穴にマイクロフォン７を挿
入することで接続を行っている。マイクロフォンカバー３の材質に指定はないが，実施例
ではシリコーンゴムを使用している。マイクロフォンカバー３を柔らかい素材にすること
で，マイクロフォン７がマイクロフォンカバー３内部で干渉した際に生じる雑音が軽減さ
れる。また，マイクロフォン７を挿入する穴の大きさを，マイクロフォン７よりも小さく
しておくことによって，マイクロフォンカバー３の隙間がなくなるため，外部との遮音性
が高くなり，より通話性が向上する。伝声器８とマイクロフォン７の間の距離に指定はな
いが，離れ過ぎると声を拾いにくくなるため，０～３０ｍｍ程度が望ましい。
【産業上の利用可能性】
【００１１】
　以上述べたように、本発明に係る航空機搭乗員用マスクは、ヘッドセットとの併用時、
外部騒音を軽減し、通話性を向上させることが出来るので極めて有用である。
【符号の説明】
【００１２】
　１　接顔体　　　２　コネクター　　　３　マイクロホンカバー
　４　しめひも取付具　　　５　フィルター　　　６　ヘッドセット
　７　マイクロフォン　　　８　伝声器
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【図２】

【図３】

【図４】
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